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横 笛 は 息 （ 魂 ） の 芸 術

、 （ ） 、①・横笛は 発音手段としてのマウスピースやリードまたは鍵 キー を用いず

腹の底から発する息（自分の心）によって、直接生命を与える楽器です。唇に

よって凝縮された息（魂）の流れにより妙なる音色や、表現力豊かな音が生ま

れるのです。

②・心を込めて吹かれた『笛の音』は、笛を吹いた奏者の魂の発露であるので、

聴く人の魂に乗り移り、感動を与えるのだと思います。

③・聴かせようと思って舞台に立つと、かえって笛は鳴らなくなります。三線・

箏・胡弓の音に全神経を注ぎ、立ち方・地謡・裏方・観衆が渾然 一体となっ

た時、始めて調和のとれた舞台演奏ができるのです。

④・インド神話にあるヒンズー教のクリシュナ神の吹く横笛の神秘な音色の秘密

を知る者は、宇宙の神秘を知る物と考えられていたそうです。

⑤・横笛が主役となる八重山の獅子舞や棒踊りの奏法は、神への感謝の祈りを込

め、村を挙げての豊年祭やお盆・節祭・結願祭などの諸行事などでも熱気溢れ

る観衆と相まって思い切り楽しく演奏してください。

⑥・普通の楽器は湿気を嫌いますが、竹で作られている横笛は、いつでも適当な

湿気が必要です。どんなに高価な横笛でも乾燥し過ぎると鳴らなくなります。

⑦・横笛は、吹き込めば吹き込むほどよく鳴ります。よく吹き込まれた横笛は、

誰が吹いてもよく鳴ります。吹き手の息（魂）に答えて横笛が鳴ってくれるの

です。

⑧・大切な横笛は、錦の袋に入れて桐の小箱に納めて置くだけでは駄目です。横

笛に自分の分身である息（魂）を吹き込んで置くことが大切です。

竹富の庭の芸能「棒」 竹富の庭の芸能「 馬 乗 者 」
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組踊「 就 心 鐘 入 」 新川の「 南 風 の 島 棒 」

盆・ ア ン ガ マ の 行 道 」 黒島の「 ア ブ ジ ェ ー マ 」「
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、 。＜組踊の地謡＞演奏の中で出しゃばってもいけないし 控え目過ぎてもよくない

『目立たないように目立つ気持ちが大切です』組踊の立ち方の動きは勿論。状

況描写や立ち方の心情を表現する曲の意味するものの歌・三線や箏・太鼓全体

の内容に関わるすべてに精通していること。

＜南風の島棒＞沖縄本島では見られないが、先島では獅子舞や棒踊では、横笛が

地謡の主体となります。最近では横笛にもマイクを使いますが、昔はノーマイ

クでした。マイクなしでも演奏出来るような力強い演奏が必要です。

＜盆＞百済の味麻之（み まし）が日本に帰化して伝えたと言われる味痲之の伎

楽とは一言でいえば、露天の野外で笛を主とした滑稽味を持つ無言仮面音楽舞

踊劇だと言われる。アンガマの行道はその味痲之の八重山版かと思われる。出

発、行進中、到着などの吹奏は全て横笛がリードする。

八重山では 「ミルク節」が流れると 「本日の行事は終わりました」と言わ、 、

なくても、自然に家に帰る風習がいまでも残っている。

＜田楽踊＞八重山芸能文化論によると、八重山の島々村々には、平安時代の中期

頃から流行した田楽踊り（銭引きや銭棒、銭采、ササラなどを使用する）が伝

承されています。古見村の（古見の浦節 、竹富島の（ササラ銭太鼓・マザカ）

イ節）川平の（鶴亀節 、鳩間島、波照間島の（銭太鼓 、与那国島の（ちじ） ）

ん口説 ）などの芸能がそれです。）


